
七
月
七
日
肱
川
町
に
お
い
て
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
県
警
音
楽
隊
の
応
援

と
地
域
行
政
・
教
育
機
関
・
諸
団
体
の

協
力
の
も
と
啓
発
活
動
と
し
て
「
意
見

発
表
会
・
街
頭
パ
レ
ー
ド
」
を
実
施
し
、

中
学
生
の
意
見
発
表
で
河
辺
村
を
代
表

し
て
二
年
生
松
本
奈
津
美
さ
ん
が
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

も
と
に
「
明
る
い
社
会
に
す
る
た
め
に
」

と
題
し
た
意
見
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
村
民
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ

て
明
る
い
社
会
河
辺
村
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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平
成
十
一
年
第
二
回
河
辺
村
議

会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
稲
田
村

政
の
初
の
定
例
議
会
で
も
あ
り
、

村
長
の
所
信
表
明
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
梅
木
議
員
、
清
水

（
美
孝
）
議
員
の
一
般
質
問
に
引

き
続
き
、
村
長
提
案
の
報
告
三
件
、

議
案
六
件
、
諮
問
一
件
が
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
員
提
出
の
「
じ
ん

肺
り
患
者
の
救
済
と
ト
ン
ネ
ル
じ

ん
肺
根
絶
を
求
め
る
意
見
書
」
と
、

清
水
吉
則
議
員
に
対
す
る
”議
員

辞
職
勧
告
決
議
“
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
一
般

質
問
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。一

般
質
問

（
抜
粋
）

梅
木
加
津
子
　
議
員

①
農
林
業
振
興
の
た
め
価
格
補

償
制
度
を
実
施
す
る
お
つ
も

第 132 号 か　　わ　　べ 平成11年７月25日（2）

先
日
、
中
学
校
か
ら
講
師
の
依

頼
が
あ
り
、
そ
の
時
、
前
も
っ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。
河

辺
村
の
良
い
所
は
の
問
い
に
多
く

は
、
自
然
豊
か
な
所
で
し
た
。
悪

い
所
は
と
聞
く
と
、
山
ば
か
り
、

お
店
が
な
い
、
交
通
が
不
便
と
の

答
え
。
良
い
所
悪
い
所
と
い
う
の

は
ど
う
も
表
裏
一
体
の
よ
う
で

す
。自

ら
を
売
り
込
む
時
、
逆
手
に

取
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

都
会
か
ら
遠
い
か
ら
こ
そ
、
清
流

や
森
等
自
然
が
豊
か
に
残
っ
て
い

る
。
人
が
少
な
い
か
ら
、
隣
と
助

け
合
っ
て
、
人
情
味
の
あ
る
付
き

合
い
も
で
き
る
。
子
ど
も
が
少
な

い
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
わ
が

清
水
　
美
孝

議
員

河
辺
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
ベ

ン
チ
の
設
置
と
雨
除
け
屋
根
の

取
り
付
け
を
お
願
い
し
た
い
。

〔
教
育
長
答
弁
〕

中
学
校
の
運
動
場
は
、
中
学
生

の
使
用
だ
け
で
な
く
、
社
会
体
育

施
設
と
し
て
も
利
用
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
社
会
体
育
施
設
と
し
て

早
急
に
予
算
化
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

六
月
定
例
村
議
会

り
は
な
い
か
。

〔
村
長
答
弁
〕

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
農
林

業
振
興
の
た
め
に
管
内
は
も
と
よ

り
、
県
内
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど

多
種
多
様
な
補
助
制
度
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
農
林
産
物
の
輸
入
自

由
化
や
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
で

全
国
的
に
価
格
が
低
迷
し
、
農
林

業
の
振
興
策
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

中
で
価
格
補
償
に
よ
る
農
林
業
の

振
興
は
、
制
度
的
に
も
限
界
が
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
価
格
補
償
制

度
の
実
施
に
つ
い
て
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
振
興
策
に
つ
い
て

は
従
来
の
農
林
業
振
興
策
か
ら
視

点
を
変
え
た
、
新
し
い
農
業
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
十
分
検
討
し
推
進
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
複
式
学
級
の
教
師
や
子
供
た

ち
の
負
担
を
軽
く
す
る
措
置

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
村
費
で
教
師
を
採
用

し
負
担
の
軽
減
を
す
る
お
つ

も
り
は
な
い
か
。

〔
教
育
長
答
弁
〕

現
在
、
小
学
三
年
生
と
四
年
生

の
児
童
十
三
名
が
複
式
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
学
校
訪
問
し
て
授

業
参
観
と
教
師
の
個
人
面
接
を
行

い
ま
し
た
。

授
業
参
観
に
お
い
て
は
、
学
級

担
任
の
工
夫
と
努
力
が
さ
れ
て
お

り
、
教
材
を
フ
ル
に
使
っ
て
授
業

を
さ
れ
、
一
方
は
静
か
に
自
習
を

し
て
お
り
、
教
室
の
雰
囲
気
も
落

ち
着
い
て
い
て
安
心
を
い
た
し
ま

し
た
。

複
式
担
任
外
の
先
生
方
も
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
教
育

委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
授
業

参
観
な
ど
も
実
施
し
て
、
現
場
の

状
況
等
を
把
握
し
な
が
ら
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
も
複
式
学
級
が

一
ク
ラ
ス
出
て
き
ま
す
が
、
平
成

十
三
年
度
以
降
は
複
式
は
解
消
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
村
費
に
よ
る
教
師
の
採

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
複
式
学

級
の
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

村
長
と
相
談
し
検
討
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

子
の
よ
う
に
育
て
て
も
ら
う
。
考

え
て
み
る
と
そ
の
こ
と
は
河
辺
ら

し
さ
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

少
し
視
点
を
変
え
て
見
る
と
、

今
ま
で
と
違
っ
た
、
良
い
と
こ
ろ

が
見
つ
か
り
ま
す
。

自
然
環
境
は
守
り
、
不
便
な
所

は
解
消
の
た
め
、
努
力
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

い
ま
は
、
情
報
化
や
技
術
革
新

で
都
会
と
の
距
離
や
格
差
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

中
学
生
が
都
会
に
出
て
い
っ
て

も
、
大
人
に
な
っ
た
時
、
帰
っ
て

来
た
い
と
思
え
る
河
辺
村
に
ぜ
ひ

し
た
い
も
の
で
す
。

老人クラブと
クロッケーで交流

〜
夢
ひ
ろ
ば
〜
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中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
分
館

対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
、
選
手
一
人
一
人
の
好
プ
レ

ー
・
珍
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
、
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
男
子
の
部
）
１
位

坂
本
分
館

（
四
連
覇
）

２
位

植
松
分
館

３
位

大
伍
分
館
　
４
位

北

平
分
館

（
女
子
の
部
）
１
位

植
松
分
館
（
五
年
ぶ
り
）

２
位

北
平
分
館
　
３
位

坂
本
分
館

４
位

大
伍
分
館

七
月
四
日
の
道
路
愛
護
一
日

奉
仕
作
業
に
多
数
参
加
い
た
だ

き
、
暑
い
中
草
刈
り
及
び
側
溝
の

清
掃
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
道
路
が
き
れ
い
に
な
り
、
車

及
び
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で

き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
村
民
の
方
々
の

ご
尽
力
を
賜
り
、
道
路
行
政
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
分

館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行

わ
れ
、
今
年
度
は
、
女
性
の
選
手

も
各
分
館
か
ら
数
名
出
場
さ
れ
大

会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
位

北
平
分
館
（
２
連
覇
）

２
位

大
伍
分
館
　
３
位

植

松
分
館
　
４
位

坂
本
分
館

分
館
対
抗
が
ス
タ
ー
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6/13

北平分館　高木選手

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

7/
12～15

坂本分館　有友選手
北平分館　中津選手

がんば 
ります 

楽しく 
プレー 
します 

きまったかな？
男子　坂本分館
女子　植松分館　

優勝おめでとう
ございます女性の方も参加

北平分館
優勝おめでとうございます

郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
行

わ
れ
、
バ
レ
ー
部
は
、
予
選
リ
ー

グ
で
内
子
中
・
長
浜
中
と
対
戦

し
、
内
子
中
に
は
勝
ち
ま
し
た
が
、

大
型
チ
ー
ム
の
長
浜
中
に
は
善
戦

お
よ
ば
ず
敗
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
一
勝
一
敗
で
予
選
二
位
と
な

り
、
残
念
な
が
ら
決
勝
進
出
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

野
球
部
は
、
一
回
戦
で
内
子
中

に
勝
ち
、
準
決
勝
で
大
瀬
中
と
対

戦
し
ま
し
た
。
初
回
、
無
死
満
塁

の
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
、
逆
に
点

を
積
み
重
ね
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
力

投
も
あ
っ
て
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
決
勝
の
相
手
は
新
人
戦
と

同
じ
長
浜
中
で
、
何
と
か
雪
辱
を

果
た
そ
う
と
健
闘
し
ま
し
た
が
、

連
戦
の
疲
れ
も
あ
り
、
勝
つ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

両
部
と
も
、
総
体
優
勝
と
い
う

善
戦
及
ば
ず
　
郡
総
体

河辺中学校で、国際交流集会が実施されました。異な
る文化への体験や人権問題に対する理解と認識を深める
初めての試みです。講師にハイネル・エイドリアンさん
とエーデルマン・クラウディアさんのお二人を迎えまし
た。アメリカ流のシャボン玉を披露していただいたエイ
ドリアンさん。○×形式でドイツの常識を教えていただ
いたクラウディアさん。それぞれの持ち味を生かし保護
者、生徒、教員で楽しんだゲーム。言葉の壁を越えてあ
たたかい交流活動ができたと思います。

負けないぞー長浜町　エイドリアン先生

内子町　クラウディア先生

目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
三
年
生
の
頑
張
り
は
、
こ
の

あ
と
一
・
二
年
生
が
必
ず
引
き
継

い
で
く
れ
る
は
ず
で
す
。

体
育
文
化
後
援
会
を
通
し
て
、

ま
た
、
当
日
会
場
に
足
を
運
ん
で

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。善戦及ばず

お疲れさまです

道

路

愛

護

6/16/20
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＝ 選手の皆さんお疲れさまでした ＝
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ふ
る
さ
と
の
宿
に
お
い
て
、
今

年
度
の
高
齢
者
教
室
の
開
講
式
が

行
わ
れ
、
稲
田
村
長
を
講
師
に
迎

え
村
行
政
の
取
り
組
み
等
を
ご
講

話
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
村
長
杯
ク
ロ

ッ
ケ
ー
大
会
が
ふ
る
さ
と
公
園
に

て
開
催
さ
れ
、
暑
い
中

で
の
大
会
で
し
た

が
選
手
一
人
一
人

楽
し
く
プ
レ
ー
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

稲田村長の講演

一
雨
ご
と
に
色
を
変
え
て

い
く
紫
陽
花
の
美
し
い
頃
と

な
り
ま
し
た
。

私
の
故
郷
河
辺
村
の
皆
様

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

河
辺
を
離
れ
て
十
八
年
、

今
は
名
古
屋
で
、
夫
、子
ど
も

二
人
で
人
並
み
の
幸
せ
な
毎

日
を
元
気
に
過
ご
し
て
ま
す
。

夫
の
紹
介
、
下
の
子
の
お
産
、

兄
弟
の
結
婚
式
な
ど
故
郷
に

帰
郷
し
た
時
は
、
な
ん
と
も

い
い
よ
う
の
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
自

然
の
光
を
体
に
い
っ
ぱ
い
に

浴
び
な
が
ら
緑
色
に
染
ま
る

草
、
雲
の
動
き
を
眺
め
、
川

の
流
れ
に
目
を
細
め
そ
ん
な

瞬
間
が
、
毎
日
の
時
間
に
お

わ
れ
て
生
活
し
て
い
る
私
に

時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
瞬

間
を
味
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
故
郷
が
あ
る
か
ら
又
、

都
会
に
出
て
時
間
に
お
わ
れ

る
生
活
が
で
き
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

最
近
、
ご
み
や
環
境
を
身

近
な
問
題
と
し
て
考
え
る
今

日
こ
の
頃
、
自
然
の
大
切
さ

を
し
み
じ
み
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
名
古
屋
の
方
で
も
、

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
化
が
急
激
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
点
、
我
が
故
郷
、
河

辺
村
は
、
環
境
破
壊
の
な
い

住
み
良
い
村
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

自
然
の
美
し
さ
、
人
の
温

か
さ
を
い
つ
ま
で
も
誇
れ
る

河
辺
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

私
の
故
郷
、
河
辺
村
に
帰

郷
す
る
日
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
、
名
古
屋
で
ペ
ン
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

河
辺
村
の
皆
様
、
お
体
に

お
気
を
付
け
お
過
ご
し
下
さ

い
。

高
齢
者
教
室
開
講
Y

楽
し
く
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
を

いい所に転がれ

ふ
る
さ
と
に
望
む

名
古
屋
市

上
地
　
寿
美
子

（
旧
姓
　
谷
本
）

（
赤
ケ
滝
上
出
身
）

総合優勝 植松老人クラブ
（Ｂブロック）

Ａブロック優勝北平老人クラブ

村内各地区において婦人会、分館役員、中学生が一体とな
って、公共施設清掃が一斉に行なわれました。また、婦人会
は村内四カ所に花づくりも行い環境美化に励みました。

小
学
六
年
生
を
対
象
に
、
村
内
の
文
化
財
巡
り

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
を
行
な
い
ま
し
た
。
向
井
猛
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
長
が
十
ケ
所
の
文
化
財
を
説
明

さ
れ
、
生
徒
は
「
見
・
触
・
感
」
を
体
験
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
郷
土
を
愛
す
る
心
を
忘
れ

な
い
で
下
さ
い
！

文化財が理解できました

植
松

大
伍

坂
本

北
平

6/19

6/15

地域をきれいに6/27
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✷
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河
辺
村
で
は
、
生
活
排
水
に
よ

る
公
共
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
た
め
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

を
制
定
致
し
て
お
り
ま
す
。

補
助
の
対
象
は
、
家
の
新
築
・

改
築
等
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新

規
に
設
置
す
る
場
合
、
又
、
単
独

処
理
浄
化
槽
等
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
に
変
更
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。補

助
限
度
額
（
合
併
処
理
浄
化

槽
と
単
独
処
理
浄
化
槽
の
本
体
価

格
の
差
額
）
は
、

五
人
槽
　
　
　
三
十
五
万
四
千
円

六
〜
七
人
槽
　
四
十
一
万
一
千
円

八
〜
十
人
槽
　
五
十
一
万
九
千
円

役
場
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

7/1
付
（
）
内
は
旧
任
で
す
。

〈
総
　
務
　
課
〉

課
長
　
河
野
英
昌（
福
祉
課
長
）

〈
福
　
祉
　
課
〉

課
長
　
河
本
　
治（
総
務
課
長
）

係
長
　
本
門
哲
也
（
総
務
課
係
長
）

介
護
支
援
専
門
員

有
友
一
恵（
診
療
所
看
護
婦
）

〈
産
業
建
設
課
〉

課
長
　
長
岡
盛
光
（
福
祉
課
長
補
佐
）

〈
診
　
療
　
所
〉

看
護
婦
和
気
佐
由
美
（
福
祉
課
）

〈
公
　
民
　
館
〉

主
査
　
河
野
真
由
美

（
産
業
建
設
課
主
査
）

〈
議
会
事
務
局
〉

書
記
　
井
脇
敏
恵（総

務
課
兼
務
）

放送大学学生募集
平成11年度第２学期（10月入学）

【募集学生】全科履修生（卒業を目指す学生）
選科履修生（１年間在学する学生）
科目履修生（６か月間在学する学生）

【出願受付】６月15日c～８月15日a

【自宅がキャンパス】
放送大学はテレビ・ラジオを利用して大学

教育を行っている通信制４年制大学です。
放送授業はスカイパーフェクＴＶ！で視聴

できます。
【満15歳から大学教育！】
全科履修生は18歳以上、選科・科目履修生

は入学時に義務教育を終了していれば誰でも
入学できます。高校生等も大学教育を受ける
機会があります。
【問い合わせ先】資料は無料で送付します。
放送大学愛媛学習センター
〒790－0826 松山市文京町３番（愛媛大学内）

1089－923－8544
ホームページ　　http/ / www. u-air. ac. jp/
資料請求フリーダイヤル　0120－864－600

愛媛県くらしのリポーター募集
県では、県民の皆さんの声を反映した消費者

行政を一層推進するため、くらし（消費生活）
に関する地域の情報を提供していただく「愛媛
くらしのリポーター」を次のとおり募集します。
◆ 活動内容
・消費生活に関する地域住民の声を収集し、はがき
で毎月２回報告
・研修会等への出席　など
◆ 応募資格
県内に在住の満20歳以上（平成11年４月１日現在）
の方で、消費生活に関する諸問題に関心のある方
（ただし、県職員及び県のモニター等を除く）
◆ 募集期限
平成11年９月20日b

◆ 募集人員
河辺村　１人　　（県下全域で150名）

◆ 応募方法
所定の申込書（市町村消費者行政担当課等に配置）
に必要事項を記入のうえ、八幡浜地方局　県民生活
課に申し込む
◆ 任　　期
平成11年11月1日から平成13年10月31日まで（２年）

◆ 謝　　礼
月額　5,000円以内

◆ 申込み・問い合わせ先
〒796－0048 八幡浜市北浜1-3-37
八幡浜地方局　県民生活課10894－22－4111

戦没者のご遺族のみなさまへ

特別弔慰金が支給されます

対象者 戦没者死亡当時の三親等内
親族で次の要件をすべて満
たす方

１．第６回特別弔慰金国庫
債券の受給権を取得して
いないこと
２．平成11年４月１日現在、
公務扶助料、遺族年金等
の受給権を有する遺族が
いないこと

支給内容 額面24万円、６年償還の
記名国債

請求期間 平成11年４月１日～
平成14年３月３１日

請求窓口 お住まいの市町村役場
援護担当課

今年の４月から河辺村でお世話になっております保健婦
の尾 美香です。まだまだ、未熟な点も多くご迷惑をおか
けするとは思いますが、どうぞ、よろしくお願い致します。
私が河辺村に来て最初に感じたのは、皆さんの笑顔のあ

たたかさでした。そのステキな笑顔がいつまでも絶えぬよ
う、少しでも皆さんの心と体の健康のお手伝いをさせてい
ただければ幸いです。
“夏バテを防ぐには”
まず今回は、暑い夏に備えて夏バテ対策について考えて

みたいと思います。
夏バテを防ぐには、規則正しく栄養のある食事をとり、

適度に水分の補給を行い、よく睡眠をとって過労をさける
ことが大切です。
夏は、なかなか食欲のわかないことも多いかもしれませ

んが、そのような時は、香辛料を使ったり色どりを工夫し
てみましょう。
水分は、牛乳や果汁やスープなどの形でとると、胃に負

担をかけません。
また、暑さのためにどうしても睡眠不足になりがちです。

これは、疲労にもつながりますので、昼寝を取り入れるな
どして、睡眠を充分とりましょう。そして元気に夏を乗り
きりましょうZ

竒 崎

現
在
の
と
こ
ろ
十
人
槽
を
越
え
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
外

で
す
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
浄
化
槽
工

業
会
会
員
の
二
十
二
社
の
う
ち
二

十
社
が
単
独
処
理
浄
化
槽
の
製
造

を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
今
後
新
築
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
極
力
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
て
頂
き
、
こ
の
補
助

制
度
を
ご
利
用
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
、
補
助

申
請
を
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
に
つ
い
て
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平
成
10
年
度

老
人
医
療
費
に
つ
い
て

平
成
十
年
度
の
河
辺
村
老
人
医

療
費
は
約
二
億
七
千
万
円
、
一
人

あ
た
り
医
療
費
は
約
七
十
万
円
で

す
。前

年
度
に
対
し
て
十
四
・
六
％

増
、
一
人
あ
た
り
六
万
七
千
円
ほ

ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
人
口
の
増
加
、
医
療
技

術
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
り
老
人

医
療
費
は
、
全
国
的
に
み
て
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
に
な
る
と
病
気
に
な

り
や
す
く
な
る
た
め
、
ど
う
し
て

も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
割
合
が

多
く
な
り
ま
す
。
か
か
っ
た
医
療

費
に
も
関
心
を
も
ち
、
重
複
受
診

や
多
受
診
の
な
い
適
正
な
受
診
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（千円） （千円） 
280,000 

260,000 

240,000 

220,000 

200,000 

180,000 

160,000 

140,000 

0

720 

700 

680 

660 

640 

620 

600 

580 

560
平
成
６
年 

平
成
７
年 

平
成
８
年 

平
成
９
年 

平
成
10
年 

河辺村老人医療費 
一人当医療費 

同じ病気でいくつも違うお医者さんに
かかるのはやめましょう。

介
護
保
険
ミ
ニ
情
報

●
申
請
・
調
査
・
認
定
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
へ
て
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
ま
す

申
請
か
ら
利
用
ま
で

申
　
請

支
援
や
介
護
が
必
要
な
と
き

は
、
本
人
か
家
族
が
市
区
町
村
の

担
当
窓
口
に
被
保
険
者
証
を
提
示

し
て
申
請
し
ま
す
。

調
　
査

調
査
員
が
訪
問
し
、
本
人
の
心

身
の
状
態
に
つ
い
て
全
国
共
通
の

調
査
票
に
よ
り
調
査
し
ま
す
。

同
時
に
、
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
意
見
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま

す
。

認
　
定

調
査
結
果
と
医
師
の
意
見
書
を

も
と
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

家族ぐるみで
健康づくりを

家族ぐるみでス
ポーツや運動を心
掛けることが、医
療費の有効利用に
つながります。

健康診断を
受けよう

治療より予防を
心がけるため、定
期的な健康チェッ
クを受けましょう。

薬ねだりは
やめよう

薬や注射をねだ
る人、逆にお医者
さんの指示どおり
に飲まない人、ど
ちらも医療費のム
ダ使いになります。

信頼できる家庭医をもとう

かかりつけの医師だと、
個々の家庭環境や家族の病歴、
体質、仕事の状況などまで把
握しているので、より的確な
治療や指導をしてもらえます。

早期発見、早期治療を

ちょっとしたくしゃみや二
日酔いで、むやみにお医者さ
んにかかるのは感心できませ
んが、ふだんと様子が違うと
感じたら、早めに治療を。

重複受診はやめよう

一つの病気で何人もの医師
にかかると、医師が変わるご
とに検査や処置、注射、薬な
どをやりなおすため、医療費
のムダ使いになります。

診療時間内に受診しよう

急病の場合はともかく、時
間外受診や深夜の受診、休日
の受診などは加算料金がつく
だけでなく、お医者さんにと
っても大変な負担です。

今からできる７つのポイント
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35歳までに年金チェック！
あなたの年金大丈夫？

１　過去に加入していた年金、ムダにしていませんか？

○Ａ勤めていた会社　　　　　○Ｂ所在地　　　　　○Ｃいつごろ

▼
この３点が分かれば大丈夫！　記憶の新しいうちに確認を！

２　国民年金と他の年金制度を通算して年金を受ける場合は原則として25年必

要です。

国民年金＋共済年金＋厚生年金
厚生年金＋国民年金＋厚生年金

25年以上で年金受給資格有

３　期間が不足している方

任意加入で25年をキープ！
60歳以上65歳未満の期間を加入して保険料を納めることが出来ます。

あとで後悔しないよう、きちんと納めしっかり受け取りましょう。
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専
門
家
た
ち
か
ら
な
る
介
護
認
定

審
査
会
で
、
介
護
や
支
援
を
必
要

と
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
し
、
市

区
町
村
が
認
定
し
ま
す
。

認
定
は
申
請
か
ら
三
十
日
以
内

に
行
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

本
人
と
家
族
の
希
望
を
い
れ

て
、
介
護
支
援
専
門
員
が
い
ろ
い

ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
あ
わ
せ
、

認
定
結
果
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た

サ
ー
ビ
ス
限
度
額
の
範
囲
内
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
を
つ
く
り
ま
す
。

作
成
費
は
無
料
、
自
分
で
も
作

成
で
き
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
よ
る
在

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
あ
る
い
は
施

設
入
所
で
の
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
ま
す
。

介護認定審査会

年金ワンポイント

診 療 所 だ よ り診 療 所 だ よ り

植
松本

門
　
紗
紀
ち
ゃ
ん

百
合
谷

藤
田
　
和
弥
ち
ゃ
ん

◎午後から往診・回診に出かける火曜日、診察が午前中のみの土曜日が少ないのは当然の現象ですが、まる一日診療
所で診察していても、金曜日が忙しく、月曜日の受診者が少ない傾向があります。
◎月の前半に集中する傾向があります。
◎農繁期の晴れの日は少なく、雨の日は多くなります。農閑期は逆で、晴れている日に多く、雨の日に少なくなります。
◎診療所では新しい試みとして、６月からカラー写真入りの薬の説明書きを渡すことにしました。
原則は月一回、あるいは薬の種類に変更があったときに発行しています。
効能、副作用など、ご自分の薬を知る手がかりにして下さい。
他の医療機関を受診する際には、持っていって主治医の先生に見せて下さい。
診療所への薬の問い合わせの際にも、「血圧の薬」、「赤い薬」ではなく、はっきり名前を言っていただければ行き

違いが起こりません。
不慣れながら所長自らコンピューターに入力し、カラープリンターで印刷していますので、若干今までより診察を

お待たせしているかもしれません。また、あまりに患者さんが多いときには対応ができていないこともあります。間
もなく軌道に乗ると思いますので、ご了承下さい。
自治医科大学附属病院の薬剤師にダイレクトメールで薬の問い合わせできるシステムの導入も検討中です。

最近３カ月（４～６月）の曜日別の患者さんの数を曜日別に計算してみました。

曜　日

人　数

月曜日

４１人

火曜日

３７人

水曜日

５２人

木曜日 金曜日　　

６０人

土曜日

３３人

日曜日

元気で（お父さん思いの）
やさしい子に育ってね。

（父　哲也）

元気で大きくなってネY
（母　啓子）



○
ふ
る
さ
と
祭
り

期
日

八
月
十
五
日
a

場
所

ふ
る
さ
と
公
園

内
容

夜
市
、
カ
ラ
オ
ケ
、

納
涼
盆
お
ど
り
、

歌
謡
シ
ョ
ー
、
花

火

○
前
夜
祭
龍
馬
を
語
る
夕
べ

期
日

九
月
十
一
日
g

会
場

ふ
る
さ
と
の
宿

内
容

演
劇
（
ふ
る
さ
と
劇
団
）

○
第
十
一
回
わ
ら
じ
で

歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

期
日

九
月
十
二
日
a

集
合

ふ
る
さ
と
公
園

内
容

脱
藩
の
道
オ
ン
リ

ー
コ
ー
ス
・
浪
漫

八
橋
と
脱
藩
の
道
コ

ー
ス

○
渓
流
つ
り
大
会

期
日

九
月
二
十
六
日
a

会
場

ふ
る
さ
と
の
宿
付
近

○
健
康
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日

十
月
三
十
一
日
a

会
場

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内
容

文
化
協
会
発
表
、
バ

第 132 号 か　　わ　　べ 平成11年７月25日（8）

防
災
だ
よ
り

コ
ン
ロ
の
点
火
中
は

そ
ば
を
離
れ
な
い

今
回
は
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の

防
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、
来
客

や
電
話
な
ど
で
台
所
を
離
れ
た
と
き

の
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
原
因
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ロ
に
点
火
し
て
い
る
と
き
は

絶
対
に
そ
ば
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
も
し
離
れ
る
時
に
は
必

ず
火
を
消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
事
の
準
備
時
間
帯
に
電

話
を
か
け
ら
れ
る
と
き
は
、
防
火
の

飛んで行けー スイカ割り

小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
幼
稚
園
児
を
対
象
に

ふ
れ
あ
い
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
バ
イ
キ
ン
グ
、
紙

飛
行
機
大
会
、
ス
イ
カ
割

花
火
と
園
児
た
ち
は
保
護

者
と
一
緒
に
楽
し
い
夕
涼

み
が
で
き
ま
し
た
。
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✥
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✥
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✥
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✥

短 

 
つ
ぎ
つ
ぎ
と
噴ふ

き
出
る
疑ぎ

問
う
け
流
し

無
神
経
サ
ッ
チ
ー
の
知
名
度
は
高
し

上
林
ヨ
シ
子

農
道
の
空
き
地
を
埋う

ず

め
て
紫あ

陽じ

花さ
い

の

咲
き
ほ
こ
れ
る
も
植
え
し
女ひ
と

亡な

く

清
水
　
　
孝

ひ
め
ゆ
り
の
塔
に
拝
お
ろ
が
む
目
頭が
し
ら
に

沖
縄
の
海
の
碧あ
お

き
が
か
な
し

清
水
　
菊
江

純
白
の
花
も
清さ
や

け
し
泰た
い

山さ
ん

木ぼ
く

は

記
念
樹
な
り
し
恩
師
を
偲
ぶ

山
本
カ
シ
子

ブ
ル
ト
ー
ザ
音
は
た
と
止
み
し
工
事
場
を

囲か
こ

み
し
ご
と
く
蜩
ひ
ぐ
ら
し
の
啼な

く

戸
田
　
薫
明

二
ヶ
月
を
共
に
過
ご
せ
し
幼
な
孫

フ
ェ
リ
ー
の
別
れ
に
声
あ
げ
泣
き
ぬ

谷
本
　
愛
子

梅
雨
晴
れ
の
陽
差
し
ま
ぶ
し
き
昼
さ
が
り

音
も
な
く
散
る
桜
の
朽く
ち

葉

増
本
喜
久
男

人のうごき
（平成11年７月１日現在）

世帯数　　　　535戸
男　子　　　　682人
女　子　　　　710人
計　　　 1,392人

Ｈ10.7.1現　1,404（△ 12）
Ｈ９.7.1現　1,418（△ 26）
Ｈ８.7.1現　1,455（△ 63）
Ｈ７.7.1現　1,500（△108）
Ｈ６.7.1現　1,531（△139）

　
　
　

消
息  

　
　
　
自
　
11
・
５
・
11

至
　
11
・
７
・
10

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

岡
田
有
紀
也
（

旭
　
）父
　
年
　
夫

母
　
順
　
子

濱
田
　
貴
也
（
下
大
成
）父
　
達
　
司

母
　
紀
美
江

☆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

久
保
八
重
美
（
帯
　
江
）

72
歳

渡
邊
　
キ
ク
（
中
大
成
）

91
歳

❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅

❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅
❅

❅

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

（76） 

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

い
じ
め
と
体
罰

村
民
に
関
心
の
深
い
「
い
じ
め
」

と
「
体
罰
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
す
。

「
い
じ
め
」
も
「
体
罰
」
も
新

聞
・
テ
レ
ビ
等
に
よ
っ
て
報
道
さ

れ
る
事
が
多
い
の
で
、
関
心
が
よ

り
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
い
じ
め
」
も
「
体
罰
」
も
、

人
権
無
視
、
人
権
否
定
で
あ
り
明

白
な
人
権
侵
害
で
す
。
絶
対
に
無

く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
人
権
侵
害
に
対
し
て
は
救
済

措
置
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
は
、
人
権
問
題
に
結
び

つ
く
よ
う
な
、
差
別
的
な
考
え
や

偏
見
な
ど
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
身
に
付
け
て
い
る
と
い
う
現

実
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
相
手
の

立
場
を
考
え
ず
、
誤
っ
た
知
識
で

も
っ
て
判
断
を
し
て
い
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る

と
、「
い
じ
め
」
も
「
体
罰
」
も

「
同
和
問
題
」
も
根
は
同
じ
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
同
和
教
育
で
学
習
し

た
よ
う
に
、
村
民
一
人
一
人
が
人

権
尊
重
、
人
権
擁
護
の
考
え
に
立

ち
、
差
別
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
と
い
う
生
活
態
度
が
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
な
っ

た
時
こ
そ
、
同
和
問
題
を
始
め
人

権
問
題
が
解
決
さ
れ
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
体
罰
を
学
校
教
育

の
面
で
考
え
ま
し
た
が
、
家
庭
教

育
等
で
は
、
学
校
と
同
じ
考
え
方

は
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
児

期
に
お
け
る
躾
等
で
善
悪
の
判
断

一
つ
と
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
体
罰

等
を
全
く
否
定
し
た
躾
は
む
つ
か

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

要
は
、
子
ど
も
の
人
権
を
親
が
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。（
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
）

ザ
ー
、
展
示
コ
ー
ナ

ー
、
も
ち
ま
き
、
講
演

講
師

放
送
キ
ャ
ス
タ
ー

押
坂
　
忍
先
生

○
三
杯
谷
の
滝
ま
つ
り

期
日

十
一
月
上
旬
a

会
場

三
杯
谷
の
滝
付
近

内
容

カ
ラ
オ
ケ
、
キ
ジ
鍋

食
べ
放
題
、
も
ち
ま

き

５／20６／14

ゆ
　
き
　
や

た
か
や

気
配
り
と
し
て

相
手
の
方
に

「
今
、
火
を
使
っ

て
い
ま
せ
ん
か
」

と
一
声
か
け
て

か
ら
用
件
を
話

す
よ
う
に
し
て

は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

子どもの心を見つめて ～夕涼み会～７８
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